
レンツ警告後の対応

• 西ドイツ

– 1961年11月25日にサリドマイドを市場から回
収することを決定

• ヨーロッパなど西欧諸国

– 西ドイツと同時期に販売停止・回収

• 日本

– 厚生省「レンツ警告には科学的根拠がない」

• 新たに別の１社に製造承認

– 大日本製薬：販売の主力を睡眠薬から胃腸薬に切り
替えて宣伝
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日本での販売停止

• 1962年
– 8.26 北海道大学、梶井講師（小児科）が日本で
のサリドマイド児の症例を発表

– 9.13 大日本製薬、サリドマイドの販売停止・回
収を発表
•西ドイツなど（1961年11月）諸外国から遅れ
ること10ヶ月

• しかし、回収は不徹底
•販売停止・回収の遅れにより被害が倍増
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日本における
出生年別のサリドマイド被害者数

生年 1959 1960 1961 1962 1963 1964 1969 計

被害者数 12 25 58 162 47 4 1 309

レンツ警告 日本での
販売停止
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レンツの症例対照研究 (1962) 
母親の妊娠初期におけ
るサリドマイドの服用

症例
奇形の子供

対照
健常な子供

あり 90 2† 

なし（確認できず） 22* 186

計 112 188
* 22例のうち妊娠初期の使用が明確に否定された例はなかった。

† 2例とも服用の時期は不明（注：ケースと同じ基準を用いれば「服用な

し」に分類すべきかもしれない）。
• ケースにおける使用割合：90/112=80.4%
• コントロールにおける使用割合：2/188=1.1% 

解析はカイ２乗検定のみ（今からみると素朴）。
オッズ比 380.5 （95%CI  87.5-1653.4）は計算されていない。
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Lenz W, Knapp K: Thalidomide embryopathy. Dtsch Med Wschr 1962; 87: 1232-1242.
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杉山論文

杉山博. 日本医事新報 1969; 2351: 29-34



杉山論文による印象操作

杉山博. 日本医事新報 1969; 2351: 29-34

ハンブルクまたは
その周辺で生まれ
た新しいタイプの
奇形の症例（分か
る限り全例）

同時期にハンブル
クまたはその周辺
で生まれた健常の
子ども（サンプ
ル）



杉山論文による印象操作

杉山博. 日本医事新報 1969; 2351: 29-34



サリドマイド訴訟では被告側証人
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• 被害児と家族は、
科学者の証言に
救われた。

• ２人の統計家
を含む
• 増山元三郎
• 吉村功

1971年8月出版
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1973.12.8

 サンケイ
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